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会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
の
条
例
化
に
つ
い
て
は

９
月
と
12
月
、
ど
ち
ら
に
な

る
の
か
。

　
　
　

ま
だ
わ
か
ら
な
い
状

況
で
あ
る
。

　
　
　

処
遇
に
ば
ら
つ
き
が

あ
る
よ
う
な
の
で
、
十
分
調

査
を
行
い
、
半
島
３
市
同
じ

よ
う
に
進
め
て
ほ
し
い
。

　
　
　

小
学
校
の
送
迎
で
違

い
が
あ
る
よ
う
だ
が
そ
の
根

拠
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　

一
つ
の
小
学
校

は
、
旧
町
時
代
に
統
合
さ
れ

た
時
か
ら
安
全
確
保
の
た
め

１
・
２
年
生
の
下
校
時
に
限

っ
て
、
対
象
区
域
で
な
く
て

も
利
用
出
来
る
よ
う
定
め
て

い
た
た
め
違
い
が
あ
る
。

今
、
全
国
で
児
童
・
生
徒
が

登
下
校
時
に
被
害
に
遭
う
悲

惨
な
事
案
が
発
生
し
て
い
る

た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
で
安
全
が
確
保

で
き
る
場
合
に
は
、
前
例
に

と
ら
わ
れ
ず
柔
軟
に
対
応
す

る
よ
う
各
学
校
に
通
知
し
た
。

　
　
　

北
有
馬
幼
稚
園
、
保

育
所
に
つ
い
て
は
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
。

　
　
　

幼
稚
園
児
の
減
少
数

が
大
き
い
た
め
に
、
危
機
感

を
覚
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

保
護
者
の
多
様
化
し
た
就
労

形
態
に
対
応
し
、
ま
た
幼
児

教
育
と
保
育
の
機
能
を
あ
わ

せ
持
っ
た
認
定
こ
ど
も
園
へ

の
移
行
に
つ
い
て
、
保
護
者

を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
方
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
す

る
よ
う
指
示
を
し
た
。

　
　
　

教
育
委
員
会
と
福
祉

保
健
部
と
の
十
分
な
話
し
合

い
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　

現
在
、
国
・
県

の
施
設
基
準
や
課
題
、
ま
た

は
認
定
こ
ど
も
園
の
形
態
な

ど
に
つ
い
て
福
祉
保
健
部
と

と
も
に
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　

市
内
の
高
校
に
つ
い

て
の
考
え
を
再
度
伺
う
。

　
　
　

市
内
の
高
校
は
、
そ

れ
ぞ
れ
特
色
を
持
っ
た
教
育

が
取
り
組
ま
れ
、
幅
広
い
進

路
の
選
択
肢
が
確
保
さ
れ
、

多
様
な
人
材
の
育
成
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

の
活
性
化
、
経
済
面
に
お
い

て
も
、
市
内
に
こ
の
二
つ
の

高
等
学
校
が
存
在
す
る
意
義

は
大
変
大
き
く
、
何
と
し
て

も
こ
の
二
つ
の
学
校
は
存
続

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
い

う
思
い
で
い
る
。

金子憲太郎議員

　

　
　
　

29
年
度
か
ら
自
治
会

活
動
交
付
金
。

　

精
算
は
や
め
て
、
や
り
っ

放
し
で
い
い
の
で
は
。

※

答
弁
は
次
回
で
。

（
住
民
訴
訟
で
判
明
）

　
　
　

松
本
市
長
は
２
つ
の

団
地
（
新
切
・
堂
山
）
を
自

治
会
と
認
め
ず
、
代
表
者
に

は
、
配
布
世
帯
数
に
２
千
円

を
乗
じ
、
個
人
口
座
に
振
り

込
ん
で
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
市
長
は
、
27

年
に
は
、
二
人
を
委
嘱
し
て

い
る
。
代
表
者
の
立
場
を
。

　
　
　
　
　
　

非
常
勤
の
特

別
職
で
あ
る
。

　
　
　

代
表
者
と
自
治
会
長

と
の
ち
が
い
は
あ
る
の
か
。

特
別
職
に
か
わ
り
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

申
し
訳
な
い

が
、
精
査
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
　

市
長
は
今
で
も
納
税

組
合
を
廃
止
す
る
考
え
で
は

な
い
で
す
よ
ね
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
も
再
々
指

摘
が
あ
っ
た
。
今
回
検
討
に

取
り
か
か
っ
て
い
る
。

　
　
　

自
治
会
長
・
納
税
組

合
長
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
、

以
前
１
ヶ
所
で
開
催
す
る
メ

リ
ッ
ト
に
、
参
加
者
は
、
質

問
や
答
弁
を
共
有
で
き
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
に
、
多
く
の
職

員
は
４
日
間
も
、（
８
ヶ
所
）

同
じ
事
を
説
明
し
て
回
る
の

は
、
時
間
と
金
の
無
駄
と
、

指
摘
し
て
い
た
が
、
今
年
も
、

例
年
通
り
だ
っ
た
。

　

29
年
度
か
ら
交
付
金
支
給

の
計
算
が
毎
年
変
わ
っ
て
い

る
が
、
今
年
は
、
納
税
率
を

除
い
た
算
定
。
ま
た
、
納
税

組
合
長
に
、
納
税
組
合
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
計

画
す
る
。
調
査
結
果
は
次
回
。

　
　
　
　
　

再
任
用
職
員
数

は
４
月
１
日
現
在
24
名
。

　
　
　
　
　
　

①
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
支
払
う
金

は
賃
金
で
は
な
く
分
配
金
な

の
で
、
県
の
最
低
賃
金
７
６

２
円
を
下
回
っ
て
い
る
職
種

も
あ
る
。

②
原
付
バ
イ
ク
の
運
転
免
許

証
の
返
上
者
は
、
対
象
外
と

し
て
い
る
の
で
、
タ
ク
シ
ー

券
の
支
給
は
な
い
。

　
　
　

75
歳
以
上
に
な
れ
ば

乗
ら
な
け
れ
ば
タ
ク
シ
ー
券

の
支
給
は
あ
る
。
私
も
関
心

を
持
ち
配
慮
は
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
思
い
は
あ

り
、
今
後
検
討
を
す
る
。

　
　
　

75
歳
以
上
の
方
に
は
、

原
付
バ
イ
ク
及
び
車
の
免
許

証
を
返
納
し
な
く
て
も
タ
ク

シ
ー
券
は
支
給
さ
れ
る
。

髙木和惠議員

議
員

議
員

補助金及び交付
金の支給条件を
補助金及び交付
金の支給条件を
市民生活部長／補助金は
精算する。交付金はや
りっ放し。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

市
長

議
員

議
員

議
員

教
育
次
長

総
務
部
長

教
育
次
長

市
民
の
声
に
対
す
る
答
弁

小
学
校
の
送
迎
に
つ
い
て

　
市内の県立高
校の在り方に
ついて

市内の県立高
校の在り方に
ついて
市長／両校とも存続して
いかなければという思い
でいる。

市
民
生
活
部
長

公
立
北
有
馬
幼
稚
園
・
保

育
所
の
在
り
方
に
つ
い
て

市
内
の
県
立
高
校
の
在
り
方
に
つ
い
て

市
長

スクールバス

市
が
雇
用
す
る
職
員
に
つ
い
て

議
員

市
民
生
活
部
長

市
長

市
長

福
祉
保
健
部
長

議
員

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

交付金の計算は下記の通りです

29年度

30年度

〇平等割　23,000円＋加入世帯数×1,500円
〇成績割　加入世帯数×納税率×1,500円
（※前年度より5,000円以上増の場合5,000円を加算、5,000円
　　以上減の場合5,000円を減ずる。）

（※前年度より15,000円以上増の場合15,000円を加算、5,000
　　円以上減の場合5,000円を減ずる。）

31年度 　平等割23,000円＋加入世帯数×3,000円　※成績割は廃止


